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第１学期 遠足 ＜第１定期考査＞ ＜第２定期考査＞

令和３年度(2021年度)授業計画

目　標
講座名 家庭基礎 科目名 家庭基礎

単位数 2単位 区　分 必履修

年　次 1年次 形　態 クラス単位

担当者名 １組～６組渡辺　７組平野　８組渡辺　　　　　　　　

学校行事

授業内容

オリエンテーション家庭基礎で何を
学ぶか
裁縫実習で用意するもの・評価方法

裁縫実習③（リバーシブルバック・
本体と持ち手）

家族って何だろう？
家族の役割
結婚について（結婚せり）

裁縫実習④（リバーシブルバック・
仕上げ）

衣生活なぜ着るの？
衣服材料

衣服の購入と手入れ・衣服の保管

家族をめぐる法律
キャリアをどうつくる？

衣服の管理を学ぼう

裁縫実習①（ミシン縫いの基礎）
出産・妊娠
子どもの成長をみつめる
妊婦体験・新生児だっこ実習

裁縫実習②（裁断と印つけ）
子どもを取り巻く環境
子育ての現状と問題点

第１定期考査(実施しない） 第２定期考査（実施しない）

定期考査ま
で

の授業数
　　　　時間 　　　　時間

実力テスト
実技テスト
課題テスト

１学期課題テスト
実施予定日・範囲

１学期実力テスト
実施予定日・範囲

評論



　

評価の観点
評価方法

生活に関する諸問題に対して関心を持ち、その改善向上に意欲的に取り
組むとともに、実践的な態度が身についているか。さらに、基本的な知
識と技術を活用して創意工夫する能力があるか。これらを家庭生活の意
義や役割の上に理解しているか。
定期考査（第３・第５）、ワークシート・レポートなどの提出物、調
理・裁縫・インテリアデザインなどの技術力・作品、授業態度により総
合的に評価する。
１学期は定期考査を行わないので、学年総合生成器では、２学期の方が
成績の配分が大きくなる。
なお、学習内容は進行状況によって変更する場合があります。



＜第２定期考査＞ 第２学期 木もれ陽祭 ＜第３定期考査＞ ＜第４定期考査＞

学習を通して体験的に学び、生活の自立に必要な知識や技能を身につける。

身近な生活から社会や世界を見定め、社会を担う一員としての資質を養う。

生活課題を自ら解決する能力を養い、家庭生活の充実向上が図れるようにする。

調理実習①　マフィン・紅茶

１組～６組渡辺　７組平野　８組渡辺　　　　　　　　

裁縫実習③（リバーシブルバック・
本体と持ち手）

夏季休業期間 パーソナルカラー

ホームプロジェクト インテリア①　インテリアの基礎 栄養②

裁縫実習④（リバーシブルバック・
仕上げ）

夏の課題
ファッションコーディネート（色
彩）

調理実習②　日本料理

衣服の購入と手入れ・衣服の保管 料理コンクール インテリア②　照明・窓掛けなど 栄養③

衣服の管理を学ぼう

出産・妊娠
子どもの成長をみつめる
妊婦体験・新生児だっこ実習

クリエイティブコンクール 住まいの選択 調理実習③　中華料理

子どもを取り巻く環境
子育ての現状と問題点

家族のための食事作り 食生活を見つめよう 献立と調理　食事摂取基準

第２定期考査（実施しない） 第３定期考査(実施） 第４定期考査(実施しない）

以上から選択 私たちが食べているもの　栄養①

　　　　時間 　　　　時間 　　　　時間

１学期実力テスト
実施予定日・範囲

２学期課題テスト
実施予定日・範囲

２学期実力テスト
実施予定日・範囲

３学期課題テスト
実施予定日・範囲

評論 評論



生活に関する諸問題に対して関心を持ち、その改善向上に意欲的に取り
組むとともに、実践的な態度が身についているか。さらに、基本的な知
識と技術を活用して創意工夫する能力があるか。これらを家庭生活の意
義や役割の上に理解しているか。
定期考査（第３・第５）、ワークシート・レポートなどの提出物、調
理・裁縫・インテリアデザインなどの技術力・作品、授業態度により総
合的に評価する。
１学期は定期考査を行わないので、学年総合生成器では、２学期の方が
成績の配分が大きくなる。
なお、学習内容は進行状況によって変更する場合があります。

日常の
学習方法

①授業中
暗記するだけではなく、自らの考えを深めることが大切です。実習にお
いては積極的に参加し、実生活で実践できる能力・技術を養うように取
り組みましょう。
②家庭学習
生活の中で実践することで学習した内容を着実に理解することができま
す。豊富な知識と実践力を身につけ、将来しっかりと自立できる社会人
になってください。



データ＆グラフ　生活ガイドブック

＜第４定期考査＞ 第３学期 ＜第５定期考査＞

教科書 新家庭基礎

副教材

調理実習①　マフィン・紅茶 冬季休業期間

安全・安心な食品を選ぼう
世界の食糧問題

１組～６組渡辺　７組平野　８組渡辺　　　　　　　　

栄養②

調理実習④　西洋料理

調理実習②　日本料理

給料明細と社会保険

栄養③ クレジットカード

調理実習③　中華料理 消費者問題の現状と課題

献立と調理　食事摂取基準 年金と高齢期の生活

保険とライフプラン

第４定期考査(実施しない） 第５定期考査(実施）

　　　　時間 　　　　時間

３学期課題テスト
実施予定日・範囲

３学期実力テスト
実施予定日・範囲



①授業中
暗記するだけではなく、自らの考えを深めることが大切です。実習にお
いては積極的に参加し、実生活で実践できる能力・技術を養うように取
り組みましょう。
②家庭学習
生活の中で実践することで学習した内容を着実に理解することができま
す。豊富な知識と実践力を身につけ、将来しっかりと自立できる社会人
になってください。

大学受験や
発展的な内
容との関連

大学受験の小論文において、家庭科
の内容は本当によく出題されていま
す。少子化・高齢化・環境・食生
活・住生活・消費生活など広い範囲
を家庭科で扱っているからです。家
庭科の力は、総合的な力となりま
す。受験科目でないからと手を抜か
ずに取り組んでください。


